
警　告
ブラックダイヤモンド・イクイップメント社はその製品を使用中に発生した直接、
間接、突発的、その他いかなる種類の損害に対しても責任を負うものではありま
せん。製品を使用される方はご自分の行動、活動、およびそれらに起因する結果
に対して責任を持つ必要があります。

1年間保証
ご購入いただいてから1年間、第一購入者に限り、品質もしくは製造上の欠陥が
見つかった場合無償交換いたします。欠陥が見つかった場合、ご購入店にお持ち
込みいただくか、輸入代理店に直接お送り下さい。製品を無償にて新品交換いた
します。無償交換をこの保証における責務の上限とし、保証期間の満了とともに、
その責務も終了するものとします。

保証対象外事項
下記の場合は無償交換・無料修理の対象とはなりません。
・ 経年劣化、通常の使用における消耗
・ 製造元が認めない改造や改変が加えられた製品
・ 間違った使い方や間違ったメンテナンス、事故、ユーザーに過失のある破損
・ 目的外使用による破損
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トレッキングポール

取扱説明書
※本製品をご使用になる前に必ずこの取扱説明書をお読み下さい。

トレッキングポール
ブラックダイヤモンド・トレッキングポールの多くには、ブラックダイヤモンド
独自の長さ調節システムである、フリックロックまたはバイナリ調節機構を採用
しています。この2つの機構は回転摩擦によってシャフト長を固定する機構では
ありません。そのためゆるみにくく、簡単確実に長さ調節ができます。

フリックロック機構の使い方
フリックロックはシャフトの外側に設けられたカムレ
バーをFigure1のように閉じるとシャフトを外側から絞
り込んでジョイント部分をしっかり固定できます。フリッ
クロックをゆるめるにはFigure2のようにポールを持っ
て、親指でカムレバーを開いて下さい。カムレバーを開
いたらシャフトを自分に合った長さに調整し、カムレバー
を最後までしっかりと閉じて下さい。

フリックロックの固定強度調整
フリックロックを適切に機能させるためには固定強度の
調整が必要です。もしカムレバーを閉じてもシャフトが
ずれる場合は、カムレバーを開いた状態で、フリックロッ
クのネジを1/4から1/2回転、シャフトがずれないよう
になるまで時計回りに絞め込んで下さい。カムレバーが
硬くて閉じにくい場合は、ネジを締め込み過ぎですので
反時計回りに少しゆるめて下さい。

コントロールショックの使い方とお手入れ
いくつかのモデルには、ポールを地面に突いた時のショックをコントロールして
疲労を軽減する、コントロールショックと呼ばれる機能が装備されています。こ
の3段階の弾性素材から構成されたショックアブソーバーは、空気の反発を利用
しています。コントロールショックは定期的なお手入れが必要です。

ティップの交換
ほとんどのモデルには、トラディショナルなフレックスティップを採用していま
す。フレックスティップの交換は、小売店もしくは輸入代理店にご依頼下さい。
一部のトレッキングポールは、カーバイドテックティップを標準装備し、オプショ
ンでラバーティップを選べます。ティップを交換するには、バスケットから外れ
るまで反時計回りに回して下さい。テックティップは使用中の脱落を防ぐために
接続部が波形に切られています。このため、ひねるには強い力が必要です。手で
回せない場合はペンチを使用して下さい。新しいティップを装着するには、手か
ペンチで時計回りに回して下さい。しっかりと固定されるまでに4〜5回ひねる
必要があります。固定された状態で、ティップはわずかにはみ出します。

定期クリーニング
シャフトはフリックロックのカムレバーを開くか、バイナリーのピンを押した状
態で引っ張ると、完全に抜き取ることができます。バイナリーが抜きにくいとき
はシャフトを回して半透明のウィンドウから赤いピンが見える状態に戻し、両側
からしっかりと押して下さい。
コルクグリップの清掃は、目の細かい耐水ペーパーと手洗い用石けんを用います。
耐水ペーパーに石けんを塗り、グリップを濡らし全体に優しくペーパーがけして、
水洗いしてください。

定期点検、取り扱い上の注意と保管
使用前後には、フリックロック機構とバイナリ機構がスムーズに操作でき、シャ
フトをしっかり固定できることを確認して下さい。
・ どの部分も変形したり壊れたりしていないことを確認して下さい。
・ ポールを長期間保管するときはフリックロックのカムレバーを開いた状態にし

て下さい。
・ シャフトにオイルやシリコンを塗らないで下さい。シャフトの固定が甘くなり、

使用中にずれる原因となります。
・ 使用中にポールが濡れた後は、下段シャフトを伸ばして完全に乾燥させた後保

管して下さい。
・ フリックロックのカムレバーの開閉が渋くなったら、カムレバーのピン、およ

びカムとカムハウジングの接触部分に少量のオイルを差して下さい。
・ 部品の交換や修理が必要な場合はご購入店へご依頼下さい。
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